
　沖縄県民は2014年の名護市
長選、県知事選、総選挙で辺野
古基地反対の候補者をすべて当
選させ、圧倒的な新基地反対の
民意を示しました。
　にもかかわらず安倍政権は、
非暴力の抗議を機動隊を動員し
て弾圧するなどして建設を推
進。こんな民意無視の政治を続
けさせる訳にはいきません。

国政私物化、改憲、北朝鮮問題－。総選挙で問われる大問題です。野党と市民の共闘で新しい政治に切り換えましょう。

　安倍首相は「北朝鮮との対話は
無駄骨だ」と断言（米紙への寄稿
文）。国連演説でも「必要なのは対
話ではない、圧力だ」と対話を真
っ向から否定する異常な姿勢です。

河野洋平元衆院議長　９条に触る
べきではない。
細川護熙元首相　首相の功名のた
めだけにやる改憲はとんでもない。

　

安
倍
首
相
に
最
も
近
い
人
物
が

疑
惑
の
中
心
に
い
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が
ら
疑
惑
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浮
上
し
て
半
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、
口
を
つ
ぐ

ん
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ま
ま
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安
倍
首
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選
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丁
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明
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口
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。

　

安
倍
首
相
は
「
９
条
１
項
、
２
項
を
残
し
た
ま
ま
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衛
隊
を
明
文
で
書
き
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む
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い
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憲
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民
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。

　

自
衛
隊
を
憲
法
で
追
認
す
る
だ
け
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と
ど
ま
り
ま

せ
ん
。日
本
国
憲
法
の「
武
力
に
よ
ら
な
い
平
和
」「
不

戦
」
の
理
念
は
根
本
か
ら
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

北
朝
鮮
の
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・
ミ
サ
イ
ル
問
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を
ど
う
解
決

す
る
か
。
解
決
の
唯
一
の
道
は
、
経
済
制
裁
の

強
化
と
一
体
に
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対
話
と
交
渉
に
よ
る
解
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の
努
力
を
図
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こ
と
で
す
。
戦
争
は
絶
対
に
起

こ
し
て
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な
ら
な
い
か
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で
す
。

　

今
の
一
番
の
危
険
は
、
米
国
と
北
朝
鮮
の
間

で
偶
発
的
な
衝
突
が
起
こ
る
可
能
性
が
強
ま
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
避
け
る
に
は
、
米

朝
両
国
の
直
接
対
話
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

万
が
一
、
軍
事
衝
突
に
な
れ
ば
日
本
が
米
国

の
戦
争
に
自
動
的
に
参
戦
す
る
こ
と
に
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そ
の

仕
組
み
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作
っ
た
戦
争
法
の
廃
止
は
急
務
で
す
。

共闘で新しい政治を野党＋市民
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異常な安倍首相

沖縄の民意を無視
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友
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国有地を８億円値
引きで購入。安倍昭
恵・首相夫人の関与

首相の「腹心の友」
が理事長を務める
加計学園の獣医学
部新設に関与
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９条改憲


